
　
紫
尾
地
区
に
は
、
紫
尾
山
神
興

寺
と
い
う
大
寺
院
が
あ
っ
た
た
め

か
、
大
明
神
と
呼
ば
れ
た
神
社
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
種
に
わ
た
る

信
仰
の
遺
産
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
紫
尾
神
社
の
西
側
を
通
る
県
道

一
　
ほ
ど
の
登
り
坂
に
、
山
神
祠

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
に
古
く
は

な
い
よ
う
で
す
。
林
業
や
猟
を
す

る
人
た
ち
が
祀
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
神
社
の
裏
の
一
　
ほ
ど
の
山
裾

に
、
三
仏
を
き
れ
い
に
彫
っ
た
板

碑
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
い
ろ
ん

な
人
た
ち
が
建
て
て
い
ま
す
。
そ

の
手
前
、
小
川
内
に
神
興
寺
の
脇

寺
が
あ
っ
た
の
か
多
く
の
墓
石
塔

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

紫
尾
区
内
の
寺
社
跡

●お誕生おめでとう　（敬称略）

　（出生児）　　 　（保護者）  　（公民館）

●おくやみ申し上げます　（敬称略）

　　（死亡者）　　  （届出人）　 （公民館）

東　郷　夢　希　　　克　美　　　　上　　手

H14.6.13生まれ

松　清　李　咲　　　浩　和　　　　   東

H14.6.22生まれ

内　村　ト　キ　87　　吉留邦浩　　大 願 寺

上之原　ク　ワ　91　　宮之原涼　　鶴 宮 園

満　園　ミヤ子　81　　新　一　　　大　　角

米　良　ツ　ユ　85　　一　子　　　湯 田 原

髙　嶺　ヱ　キ　98　　塩津妙子　　高　　嶺

髙　嶺　久　美　38　　順　子　　　高　　嶺

福　留　ケサマツ83　　千　博　　　下　　手

大　野　正　三　49　　正　剛　　　大　　野

６月届出分

善意の灯火（６月分）

●香典返し　　　　　（敬称略）

　　（寄付者）　　　　　　　　　 （公民館）

8月 4日

11日

18日

25日

9月 1日

8日

木原医院（外科）

河崎診療院（産内）樋脇町

医師会病院（内外児）

溝口整形外科（整形）

吉永クリニック（胃外）入来町

相良医院（内児）

宮之城病院（精神）

川島医院（内放）樋脇町

医師会病院（内外児）

52-2700

37-2006

53-0326

52-4668

44-3600

53-0160

53-0180

37-2018

53-0326

6月30日現在住民基本台帳

世帯数　1,826戸　（前月比 +13戸）

人　口　5,013人　（前月比   0人）　

　男　　2,348人　（前月比  +7人）

　女　　2,665人　（前月比  -7人）

53
ゆめ

さり

米　良　一　子（故　ツ　ユ）　　　湯 田 原

高　嶺　順　子（故　久　美）　　　高　　嶺

福　留　千　博（故　ケサマツ）　　下　　手

●一般寄付

川内ヤクルト販売株式会社販売店一同

奥之院

世　帯　数　と　人　口

　
石
童
丸
伝
説
は
、
七
○
○
年
ほ

ど
昔
の
鎌
倉
時
代
に
創
ら
れ
た
仏

教
説
話
で
す
が
、
石
童
丸
伝
説
で

言
わ
れ
る
紫
尾
の
奥
之
院
は
、
三

○
○
年
ほ
ど
昔
の
元
禄
時
代
に
建

て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
紫
尾
の
奥
之
院
は
、
虚
空
蔵
菩

薩
を
本
尊
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
谷
川
の
保
育
園
入
口
の
三
差
路

の
少
し
入
り
こ
ん
だ
所
に
、
さ
し

て
古
く
は
な
い
が
明
王
系
の
三
顔

六
腕
で
、
牛
馬
も
台
座
下
に
い
る

と
い
う
、
細
か
い
彫
り
の
あ
る
馬

頭
観
音
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
峠
に
は
、
道
路
か
ら
少
し
離
れ

た
小
高
い
所
に
犬
塚
か
印
塚
か
法

印
塚
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

イ
ン
ヅ
カ
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
大
き
な
石
塔
が
建
て
ら

れ
、
地
域
の
人
が
大
事
に
し
て
い

ま
す
。

　
仁
田
原
に
は
日
枝
神
社
＝
山
王

権
現
が
あ
り
、
火
災
予
防
の
神
と

も
さ
れ
、
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
神
興
寺
の
盛
ん
な
頃
は
、
脇
寺

も
十
一
、
二
あ
っ
て
、
参
詣
者
も

多
く
、
と
て
も
賑
わ
っ
た
よ
う
で
、

参
詣
者
の
便
を
図
る
た
め
に
、
当

時
の
武
将
や
僧
侶
が
寄
贈
し
た
道

標
の
町
石
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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紫尾神社
至
紫
尾
温
泉
街

門前公民館


